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歩⾏中の⽅向転換動作は加齢とともに、また疾患特異的に転倒の危険が⾼い。
歩⾏中、不意に曲がるように指⽰された場合、加齢や疾患に伴ってどのように⾜を運ぶのか、転倒しないで安全に対応す

るにはどうすれば良いかについて解析を進めている（左下図）。
⽅向転換の⾜の踏み出しは主に、Step turnとSpin turnに分類され、Spin turnの⽅が動作として難しく、より⾼いバ

ランス能⼒を要するとされている（右下図）。
本研究はスポーツ選⼿の⽅向転換動作分析にも応⽤できるものと考えている。
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